
市政に対する 一般質問

人にやさしい環境づくりについて

 

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
、
聴

覚
や
発
話
に
困
難
が
あ
る
方
と
き

こ
え
る
方
の
会
話
を
、
通
話
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
が
手
話
又
は
文
字
と
音

声
を
通
訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
24

時
間
３
６
５
日
電
話
で
双
方
向
に

つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

問  

本
市
で
の
周
知
方
法
は
。

答  

現
在
、
福
祉
課
の
障
害
福
祉

の
窓
口
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓

口
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
架
し
、

聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
方
か

ら
電
話
に
よ
る
意
思
疎
通
の
方
法

に
関
す
る
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を

し
て
い
る
。

問  

今
後
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
。

答  

認
知
度
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
等
を
通
じ
、
他
の
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
視
覚
的

な
分
か
り
や
す
さ
や
サ
ー
ビ
ス
の

具
体
的
な
利
用
場
面
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活

用
に
努
め
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
分

別
回
収
に
つ
い
て

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
通
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

大 屋　彰（公明党）

行田のこども達のために

問  

東
京
都
品
川
区
の
制
服
無
償

化
や
茨
城
県
日
立
市
の
ラ
ン
ド
セ

ル
無
償
配
布
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答  

制
服
の
無
償
化
や
ラ
ン
ド
セ

ル
等
を
配
付
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。こ
う

し
た
自
治
体
の
効
果
等
に
つ
い
て

今
後
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

問  

埼
玉
県
横
瀬
町
に
は
小
学
校

等
入
学
祝
い
金
で
児
童
１
人
に
つ

き
２
万
円
分
の
商
品
券
を
、
福
島

県
白
河
市
に
は
白
河
っ
子
小
学
校

入
学
祝
金
で
児
童
１
人
に
つ
き
５

万
円
を
配
る
制
度
が
あ
る
。入
学

祝
い
金
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答  

入
学
祝
い
金
の
創
設
に
関
し

て
、現
在
の
と
こ
ろ
は
設
置
す
る

予
定
は
な
い
が
、既
に
導
入
し
て

い
る
自
治
体
の
状
況
等
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
き
た
い
。

問  

神
奈
川
県
海
老
名
市
が
行
っ

て
い
る
教
材
費
の
補
助
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答  

一
律
に
学
用
品
等
の
補
助
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
、他
市
の
状

況
等
を
踏
ま
え
慎
重
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。当
面
は
経
済
的
に
困

難
な
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援

に
重
点
を
置
く
。

養 田 英 雄（蒼倫維新）

行田市のグランドデザインについて
福 島 と も お（令和研究会）

問  

国
道
17
号
熊
谷
バ
イ
パ
ス
本

線
部
（
熊
谷
渋
川
連
絡
道
路
）
及

び
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
き
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
展
望
は
。

答  

市
政
運
営
の
総
合
指
針
で
あ

る
行
田
市
基
本
構
想
で
は
、
国
道

17
号
熊
谷
バ
イ
パ
ス
の
高
速
道
路

化
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の

早
期
実
現
を
重
点
政
策
と
し
て
掲

げ
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
５
月
14
日
に
東
京
の
砂
防
会
館

で
開
催
さ
れ
た
命
と
暮
ら
し
を
守

る
道
づ
く
り
全
国
大
会
に
お
い
て
、

全
国
か
ら
市
町
村
長
９
２
２
名
が

出
席
す
る
場
で
行
田
市
長
と
し
て

の
意
見
発
表
と
い
う
大
変
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
も
、
早
期
実
現
に
向
け
て
、

市
内
の
経
済
界
や
産
業
界
、
自
治

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
各
種
団
体
で

構
成
す
る
チ
ー
ム
行
田
で
の
要
望

活
動
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
及
び
本

庄
市
、
深
谷
市
、
熊
谷
市
の
近
隣

３
市
と
の
連
携
に
よ
り
、
深
谷
バ

イ
パ
ス
や
上
武
道
路
に
お
け
る
４

車
線
化
な
ど
、
県
北
部
の
国
道
17

号
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
積
極
的
な
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
く
。

⓫　ぎょうだ議会だより
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議案
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（賛成：○　反対：×）

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）
※除斥（じょせき）…本人等に関係する議案のため採決には加わりません。

第42号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
専決処分の承認を求めるについて
（行田市都市計画税条例の一部を改
正する条例）

第43号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
専決処分の承認を求めるについて
（行田市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）

第50号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
行田市総合体育館メインアリーナ等
空調設備設置工事請負契約の締結に
ついて

第44号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇
専決処分の承認を求めるについて
（令和７年度行田市公共下水道事業
会計補正予算（第１回））

（諮問）
第1号

適
任〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇人権擁護委員の推薦につき意見を求

めるについて

（議案）
第41号

承
認〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇専決処分の承認を求めるについて

（行田市税条例の一部を改正する条例）

第2号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇人権擁護委員の推薦につき意見を求
めるについて

第3号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇人権擁護委員の推薦につき意見を求
めるについて

第45号 可
決〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７年度行田市一般会計補正予算

（第１回）

第46号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇令和７年度行田市公共下水道事業会
計補正予算（第２回）

第48号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市電気自動車用急速充電設備の
利用に関する条例を廃止する条例

第49号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇

行田市水道布設工事監督者の配置基
準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部を
改正する条例

第47号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇行田市税条例の一部を改正する条例

第52号 同
意〇〇〇〇〇〇議

長〇 〇除
斥〇〇〇〇〇〇〇棄

権〇 棄
権

行田市監査委員の選任につき同意を
求めるについて

第51号 〃〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 〇消防ポンプ自動車の取得について

提出議案とその結果


